







































































































































































   
写真 1 浦上刑務支所中国人原爆犠牲者追悼碑  写真 2 安野中国人受難之碑  
 
広島市では、広島県北部の安野発電所で拘束された 16 名のうち、広島市
中区吉島町の広島刑務所に送られた 11 名は、別の事件で収監中の 3 名とと
もに所内で被爆したが、全員が助かって中国へ帰国した。爆心地近くにある
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よれば、台湾籍の被爆者健康手帳の取得者は 14 名だった［厚生労働省 2010］。
また、長崎市の在外被爆者支援連絡会は、2010 年に台湾の現地調査を行い、
長崎での被爆 8 名、広島での被爆 7 名の存在を確認し、そのうち 12 名の被
爆体験、被爆者援護の状況、生活環境などが判明した13。状況が判明した長崎
での被爆者は、旧長崎医科大学に留学し、卒業後、勤務医をしていた台湾人
2 名、長崎の女学校に留学していた台湾人 1 名、戦後、台湾人男性・華僑と
結婚移住した日本人女性 2 名である。 
状況が判明した広島での被爆者は、日本軍の特別幹部候補生に志願した台
湾人 2 名、軍関係台湾人 1 名、広島の旧制中学校に留学し学徒動員中に被爆
した台湾人 2 名、母親が広島出身の日本人で広島在住中に被爆した台湾人 1



















果、12 名の留学生が被爆、うち 6 名が被爆死とした。 
財団法人日華協会「昭和二十一年度事業報告書」の記録によれば、広島高
等師範学校の「中華民国」留学生 1 名が死亡、2 名が負傷。日華協会は職員












華北 2 名、華中 1 名、内モンゴル 1 名、東北 8 名の 12 名であり、被爆死は
6 名、ほか 1 名が日本に残り、4 名帰国、1 名不明と判明した17。 
江上の資料と照合すると、財団法人日華協会が言及した「中華民国」留学





たが、1 名は 1945 年春の空襲で死亡、1 名（張秀英）が原爆で死亡した。ほ
か 2 名はすでに帰国し、被爆した初慶芝も 1950 年に帰国した18。 
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いた 12 名の中国人留学生の状況は表 1 の通りである。 
 
表 1  中国人留学生と被爆状況一覧表 

























初慶芝、張秀英は、それぞれ 1943 年と 1944 年秋に、奈良女子大学高等師
範学校から広島文理科大学に入学した。朱定裕、董家麟、戴璉は、1944 年に
東京高等師範学校に入学したが、1945 年、東京における空襲が激しくなり、
広島高等師範学校に転校した。1981 年 7 月、広島文理科大学へ留学中に被
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王大文は、1925 年生まれ、遼寧省海城県出身であり、2017 年 2 月現在中




学校）に 2 年間通っていた。東京の空襲が激しくなってきたため、20 歳頃に
広島高等師範学校の入学許可を受け広島へと疎開した。 












ある長谷先生の自宅 2 階を寮として 6～7 名が住んでいた。 
1945 年 4 月に高師理科 1 年生になると、日本人新入生は工場へ勤労奉仕
に行き、留学生は残って授業を受けた。学校は爆心地から 1,500 メートルく
らいの場所（広島市中区東千田町）にある木造 2 階建ての建物で、1 階には
4 つほどの教室があり、2 階ではいつもピアノなどの音楽が流れていた。学
生数が少ないので 2 階の音楽教室を利用していた。5 月になると時々空襲警
報が出されるようになった。6 月 30 日21、大学校内や寮の隣に爆弾が落とさ
れ、中国人女子留学生の張静が、落下した爆弾のそばを歩いていて土砂に埋
もれ亡くなってからは、帰国者が相次いだ。残った中国人は 12 名だった。 
 
（2）原爆投下直前と被爆直後の体験 
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8 月 7 日、長谷先生の家を直すのを手伝った。1 日半ほどかけて瓦や煉瓦
を運んで山本家の屋根を修理した。 
8 月 8 日、市内中心部に入れることになり、広島高等師範学校へ行くと、
実験室で董永増と朱定裕に出会った。戻って長谷先生へ報告し、二人を連れ
てきても良いと許可を得た。この時山本家には王文大、董永増、朱定裕、由















1945 年 9 月、王は伯父（「満州国」最後の駐日大使）のいる東京へ戻った。
被爆直後、乃美尾（広島県東広島市）で再開された学校に行くも、そこでの
生活があまりにも困難だったため、勉強の継続をあきらめて再々度上京、東






1945 年 8 月 18 日、大東亜省は「留日学生ニ関スル措置」を定め、「今後
も終始道義的に之を取扱い、為し得る限り留学の目的を達成せしむ」とある
ように、それまでの政策の継承が目指された結果、王も東京工業大学での勉
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 帰国後、1966～76 年の文化大革命の間は山東省の田舎へ移った。1976 年
から、南京工学院（現東南大学）に招かれ教鞭を取った。 









同年 5 月、2 人が 8 月に訪日するための招待状を送ったが、中国でのビザの
交付が出来なかったため、訪中前の 7 月 12 日に、廖承志中日友好協会会長
宛に由と王の訪日招請状を送った。 




性を明らかにした26。由が松野に訪日を打診する手紙を書いてから 1980 年 6












 由の「私が遭った原子爆弾」は、1950 年 11 月 11 日の『人民日報』に掲載
され、広島が世界に有名な平和都市となったこと、また由が経験した被爆の
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1981 年、王は南京工学院講師を退職した32。2017 年 2 月現在に至るまで、




始した。在外被爆者へ手当が送金されるようになった 2003 年 3 月以降、広
島市で手続きをした中国人被爆者は王が初めてである33。 























 王の被爆体験及び帰国後の出来事は、表 2 のようにまとめることができよう。 
 
表 2 中国人被爆者王大文氏の被爆と歴史的背景 一覧表 




1931 年 3 月
～1945 年 8
月 5 日 
▶1943 年 3 月来日、東京都立
第 15 中学校に入学。 




▶1944 年 6 月 2 日に「満
洲国留日学生の勤労動員
に関する件」。 





1945 年 8 月 6
日 
▶8 月 6 日、音楽教室で被爆、
負傷。 
▶8 月 9 日まで、救援活動に参
加。 
▶8 月 6 日午前 8 時 15 分、
米軍が投下した原子爆弾
が、中島地区の島病院の上
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1952 年 8 月 
▶1945 年 9 月東京へ、東京工
業大学に入学。 




▶1946 年 6 月 18 日に「外
国人留日学生取扱要領」。















▶1972 年 9 月 29 日に「日
本国政府と中華人民共和
国政府の共同声明」。 









1981 年 7月～ 
 
▶1981 年 7 月に訪日、被爆者
健康手帳の交付。 
▶2004 年 10 月 5 日、健康管
理手当を申請。 
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1972 年 10 月、福岡県と厚生省を相手取り、「被爆者健康手帳申請却下処分






3 被爆者援護法に定める「被爆者」とは、1 直接被爆者、2 入市者、3 救








（現韓国原爆被害者協会）が 1972 年に発表した被害状況は、被爆者 5 万
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が発行した「広島・長崎の原爆災害」（岩波書店 1979）は、被爆者 2 万
5000～2 万 8000 人、被爆直後の死者 5000～8000 人と推定した（いずれも
広島に限った人数）。 
6 アメリカ政府は直接被爆したアメリカ人捕虜が 10 名いたと認定したが、
森重昭の研究では、12 名と判明し、2009 年に国立広島原爆死没者追悼平和
祈念館への 12 名全員の遺影付きの登録が完了した。ほか、長崎では 9 名
（アメリカ 7・イギリス 1・オランダ 1）の捕虜が被爆死している。森重昭
の『原爆で死んだ米兵秘史』（潮書房光人社 2016）を参照。 
7 広島市の万代橋の近くにかつて南方留学生が住んでいた「興南寮跡」の記




関する研究 (9) : 南方特別留学生と原子爆弾被爆」（『鹿兒島経大論集』
34(1)、 pp. 215-241、1994）を参照できる。 
8  2004 年 10 月から在外被爆者が居住国の医療機関に支払った医療費の一
部が助成されることになり、さらに 2005 年 11 月 30 日から在外被爆者が居
住国において在外公館を活用することにより、手当等の申請手続きができる
ようになった。2015 年 12 月 28 日に発令された「原子爆弾被爆者に対する
援護に関する法律施行規則の一部を改正する省令」（平成 27 年厚生労働省
令第 174 号）により、2016 年１月１日から、韓国に居住する被爆者は長崎
県に、韓国以外の国・地域に居住する被爆者は広島県に支給申請を行い、法
の規定に基づく医療費の支給を受けることが可能になった。 
9 主に、次の 5 つの枠組みの支援を行っている。手帳交付のための渡日支
援、治療のための渡日支援、現地における健康相談等、医療費に対する助
成、医師等の研修受入・派遣。 












た。1994 年 6 月、日本政府はようやく外務省が作成した報告書の存在を認
め、強制連行であったことを公式に認めて遺憾の意を表明した。 
11 1992 年 1 月、長崎平和公園の地下に大規模駐車場を建設するための工事
中、爆心地の北 250m の場所に、刑務所の基礎部分、死刑場の階段など、
旧浦上刑務支所の遺構が現れた。 
12 1945 年 7 月 13 日夜、坪野の第１中隊収容所内で中国人が大隊長と 3 班
長を殴って死亡させた。容疑者として徐立伝ら 11 人が逮捕され、加計署に
留置されて取り調べを受けた後、送検されて広島刑務所の未決監に移送され
た。8 月 6 日広島刑務所の独房で原爆により被爆したが、全員が生き残っ
た。日本敗戦後、9 月 12 日に釈放されて安野に戻り、皆と一緒に集団で帰
国した。また、11 人が逮捕された後、班長たち 5 人が首謀者の嫌疑で再逮





13 平野伸人編『台湾の被爆者たち』（長崎新聞社 2012）を参照。 
14 財団法人日華協会「昭和二十一年度事業報告書」、戦後期外務省記録
I’.1.8.1.1-26『本邦ニ於ケル協会及文化団体関係 日華学会（協会）関係』






17 江上芳郎「中国人留学生と原子爆弾被爆」『学内通信』15 期第 3 号、
1983 年。 
18 周一川「奈良女子高等師範学校における「満州国」留学生」『人文学研究
所報』第 45 号、pp. 63-76、2011。 
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